
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩手県の災害廃棄物の現状 
 

資料５ 



岩手県の災害廃棄物
あの時から７カ月

平成２３年１１月４日

岩手県環境生活部
災害廃棄物対策
特命課長 黒田 農



１９０ｋｍ

大槌町





大槌町（吉里吉里） 以前

被災地



被災地の現状

大槌町（吉里吉里） 今



被災地の現状

大槌町内



被災地の現状

大槌町（海づくり大会跡地）



岩手県：約４３５万t

（岩手県内の一般廃棄物量の約９年分に相当）

地震による大規模な津波により
膨大な災害廃棄物が発生



スケジュール
– 災害廃棄物の撤去：平成24年3月末まで

– 処理：平成26年3月末まで

岩手県災害廃棄物処理詳細計画（平成23年8月30日）に
基づき実施。

岩手の災害廃棄物処理



• 県内施設を最大限活用するとともに、新た
な仮設焼却炉も設置する。

• それでも、目標年度までに処理を完了させ
ることが難しいため、広域処理が必要と考
えられる。



広域処理量：計：約57万t 柱材・角材の占める量が多い



災害廃棄物の広域処理の推進に係る
ガイドライン（平成23年10月11日一部改定）

岩手県の測定結果を、検証して
取りまとめたもの



東京都への搬出 １１月２日



















 

 

 



 

 
 

 

 













 

 

 

 

 

 



 

 

 









 

 

 

 

別添２







 
 
 

 
 



出典：岩手県の放射線量マップ
から抜粋（岩手大学農学部農学
生命過程農畜産環境保全学分野
作成）



出典：岩手県の放射線量マップ
から抜粋（岩手大学農学部農学
生命過程農畜産環境保全学分野
作成）


